
バスベイ整備 整備延長Ｌ＝２３ｍ

（実施前）

（実施後）

[その他]

状況写真（実施前） 状況写真（実施後）

　令和３年３月供用開始

①バス乗降時の渋滞緩和
②待合者の列がなくなり通行者が車道側にはみ出して通行しなくなった。
③停留所発車時、右後方の安全確認がしやすくなった。
④後続車を気にせずバスの時間調整ができるようになった。

事業内容

事業効果

事業箇所 保土ケ谷区上菅田町１５６８番地

バスベイができたことで見通しが良くなり、安心感がある。

計画幅員（バス停車部３．３ｍ、利用者待機部１．５m）、現況幅員（バス停車部なし、利用者待機部なし）

事業費

市道鴨居第３５７号線保土ケ谷区上菅田町地内道路改良事業

２７，１２１千円

[地元町内会等の意見等]

令和２年度　道路改良事業完成箇所の整備効果

事業名称

事業期間

　本事業箇所であるバス停留所は、新井小学校から１００ｍ程の通学路上に位置し、通学時間帯には多くの児童
が通行する道路であったが、用地が確保できず歩道の整備が断片的になっていた。そのため、バス待合者が路側
帯に列を作り、通行者はこれを避けて車道側にはみ出して通行する危険な状態であった。また、停留所と横断歩
道が近接していて、バス停車時に車両の一部が横断歩道にかかり、横断者が死角に入ってしまう「危険なバス停」
として神奈川県警が平成３０年１１月２８日に公表していた。

[効果]（道路状況改善・バス走行の改善・走行時間の短縮など）

　バスベイを１箇所設置し、バス停車部と利用者待機部をカラー舗装で明示しました。

平成３１年度～令和２年度



状況写真（実施前） 状況写真（実施後）

状況写真（実施前） 状況写真（実施後）

状況写真（実施前） 状況写真（実施後）
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(300・T-25)

区画線
(白：W=150)

表層:半たわみ(20)グリーン着色　t=50　※歩行者スペース

表層:半たわみ(20)ベンガラ着色　t=50　※車両停車スペース

基層:ポリマー改質Ⅱ型粗粒度As(20)　t=50

上層路盤:再生瀝青安定処理　t=100

上層路盤:再生粒度調整砕石　t=250

下層路盤:再生砕石　t=350
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As舗装工(N6 C交通） 安定処理・基層 A=5.8m2  表層 A=90m2

As舗装工(N3 L交通）表層 A=9m2

仮復旧工(路盤先行)　A=15m2

側溝工（函渠型側溝・300・T-25)　L=18m

半たわみ(ベンガラ：A=46m2、A=グリーン：33m2)　区画線工(白：W=150) L=21m

半たわみ舗装工(N6 C交通) 路盤・基層・表層（半たわみ） A=79m2

端部間詰めコンクリート　N=1箇所 

函渠型桝設置　N=1箇所

ネットフェンス(H=1.80m) L=23m

H鋼コンクリート板土留工(H=2.0m) 　L=13.6m

端部間詰めコンクリート　N=1箇所 

H鋼コンクリート板土留工(H=1.0m)　L=8.1m

階段設置

N=1式

雨水桝タイプ２　N=1箇所

As舗装工(N6 C交通）AS安定処理路盤・基層・表層

カーブミラー設置　N=1箇所

取付管　Ｎ=１箇所
KK48

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　




